
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 明石市 ― 

令和７年度 

第６回こども・若者会議 

報告書 

日 時：令和８年１月１０日（土） 

1４：00 ～ 1６：00 

場 所：パピオスあかし６階 こども健康センター 

（明石市大明石町１丁目６－１） 
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 第６回こども・若者会議の概要                       

 

 １ 開催日時 

   令和８年１月１０日（土）１４：００～１６：００ 

 

 ２ 場所 

   パピオスあかし６階 こども健康センター（明石市大明石町１丁目６－１） 

 

 ３ 当日参加者（２２名） 

   小学１年生…１名    小学２年生…１名    小学３年生…１名 

   小学４年生…４名    小学５年生…１名    小学６年生…１名 

   中学１年生…１名    中学２年生…２名    中学３年生…３名 

高校１年生…１名    高校２年生…２名    大学１年生…１名 

大学３年生…１名    若者（２０代）…２名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学４年生以下用＞  
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４ プログラム 

 項目 
目安 

時間 
詳細内容 

1 開会 14:00 

（2 分） 

司会：永井綾乃（こどもセンタ

ー） 
 

2 なかよしタイム 

・フルーツバスケット 

・爆弾ゲーム 
 

14:02 

（18 分） 

進行：ＷＧメンバー 

補助：こども局職員全員 

3 こども・若者計画（素案）の完成に向けた意見交換① 

※小学４年生以下と小学５年生以上の２グループに分かれて実施 
 

前回のこども・若者会議及び第６回ワーキンググルー 

プで話し合った内容の振り返りを行うとともに、これ 

までのこども・若者会議等の意見を取りまとめた「こ 

ども・若者計画（素案）」の内容確認及び意見交換を行 

うとともに、基本理念及び施策展開の柱についても内 

容確認及び意見交換行う 
  

《参考：現状における基本理念・施策展開の柱》 

【基本理念】 

   みんなが安全・安心で自分たちの声が尊重され、 

実現できるまち あかし 
  

【施策展開の柱】 

柱１…あらゆる危険から命が守られ、自然と共に 

快適に暮らせる 

柱２…人と人がつながれて、笑顔で、時に逃げら 

れる居場所づくり 

     柱３…少ない意見でも平等に伝えられる場所や受 

け止められる権利を確保する 

 

14:20 

（45 分） 

全体のファシリテーター： 

片岡一樹（ブレーンヒューマ

ニティー）、ＷＧメンバー 

 
 

〇進行支援 

西川知宏（こども政策課） 

平山夢（子育て支援課） 

西林朱音（こども健康課） 

永井綾乃（こどもセンター） 

森太郎（つながる課） 

大野成信（つながる課） 

 

 

〜 15:05 休憩（10 分）〜 

 

4 こども・若者計画（素案）の完成に向けた意見交換② 
 

それぞれの「施策展開の柱」につながる具体的な施策 

について考える 

 ・第６回ワーキンググループで話し合った内容を踏ま 

え、今後の事業展開等を見据えた上で、具体的な施 

策について検討し、計画（素案）を完成させる 
 

15:15 

（30 分） 

 

5 ＰＲ動画の鑑賞 

 ・ワーキンググループメンバーが制作したＰＲ動画を 

  メンバー全員で鑑賞する 
 

15:45 

（5 分） 

進行：ＷＧメンバー 

6 集合写真撮影 

・参加者全員で写真撮影 
 

15:50 

（10 分） 

カメラマン：こども局 

7 閉会 

 

16:00 閉会のあいさつ 



3 

５ 明石市こども・若者計画（素案）の完成に向けた内容確認及び意見交換について 

  前回のこども・若者会議及び第６回ワーキンググループで話し合った内容の振り返 

りを行うとともに、明石市こども・若者計画（素案）の完成に向けて、これまでのこど 

も・若者会議等で出された意見を取りまとめた本計画（素案）の内容について、参加者 

による確認を行いました。 

具体的には、「こども・若者計画（素案）」の内容について、小学４年生以下のグルー 

  プと小学５年生以上のグループの２グループに分かれ、表記内容に不足や記載漏れが 

ないか確認しました。小学４年生以下のグループでは、計画（素案）の内容をかみ砕い 

た表現としたスライドを用いて、内容の確認を行うとともに、小学５年生以上のグル 

ープでは、ワーキンググループのメンバーを中心に、計画（素案）の記載内容を読み合 

わせながら意見を出し合い、修正が必要とされた箇所については、その場で文言の修 

正及び追記等を行いました。 
 

＜小学４年生以下のグループで活用したスライド（一部抜粋）及び読み合わせ風景＞ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜ワーキンググループを中心とした小学５年生以上グループの読み合わせ風景＞ 
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６ 明石市こども・若者計画の基本理念及び施策展開の柱について 

  第５回こども・若者会議で検討した基本理念及び施策展開の柱をもとに、こども・ 

若者計画（素案）の完成に向け、「明石市こども・若者計画」の基本理念及び施策展開 

の柱について、確認及び意見交換を行いました。 

 

 
 

 ＜基本理念＞ 

  みんなが安全・安心で、自分たちの声が尊重され、実現できるまち あかし 

 

 ＜施策展開の柱＞ 
 

柱１…あらゆる危険から命が守られ、自然と共に快適に暮らせる 

 

柱２…人と人がつながれて、笑顔で、時に逃げられる居場所づくり 

 

       柱３…少ない意見でも平等に伝えられる場所や受け止められる権利を 

        確保する 

 

 

第６回ワーキンググループにおいて、施策展開の柱の 

表記内容について、３つの柱を「～づくり」という表現 

に揃えた方がわかりやすいのではないかといった意見 

が出されました。これを踏まえ、本会議において参加 

者に確認を行った結果、以下の内容となりました。 

 

 
 

●最終的に決まった「明石市こども・若者計画」の基本理念及び施策展開の柱 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５回こども・若者会議で設定した基本理念及び施策展開の柱 
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７ 「施策展開の柱」につながる具体的な施策について 
  

最終的に決まった施策展開の柱 

 

柱１…あらゆる危険から命が守られ、自然と共に快適に暮らせる環境づくり 
 

柱２…人と人がつながれて、笑顔で、時に逃げられる居場所づくり 
 

       柱３…少ない意見でも平等に伝えられる場所や受け止められる権利を確保する 

        仕組みづくり 

 

 

最終的に決まった施策展開の柱（柱１～３）を踏まえ、「施策展開の柱」として位置 

付けた、各柱につながる具体的な施策について話し合いを行いました。話し合いは、 

各柱の趣旨を意識しながら、今後の取り組みの方向性について意見を出し合いました。 

結果、各柱ごとに、施策の方向性や考え方が整理され、以下のとおり整理されました。  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

８ 明石市こども・若者計画の完成までの道のりについて 

   今回のこども・若者会議における意見や話し合いの内容を踏まえ、「明石市こども・ 

若者計画（素案）」の完成に至りました。 

今後、本計画（素案）については、令和８年１月 16 日から令和８年２月 16 までの 

期間において、パブリックコメントを実施し、市民から寄せられた意見等を踏まえ、必 

要に応じて内容の修正を行うとともに、令和８年３月中の計画完成を予定しています。 


